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抗体作製技術の開発以降、抗体はライフサイ

エンスにおいて必要不可欠なツールとして研

究の発展に寄与してきました。IBLでは長年に

わたり抗体作製技術を改良し、感度と特異性

に優れた性能の高い抗体の開発を行ってき

ました。抗体開発のプロセスとこれまでの測

定系開発の取り組みについて紹介します。

抗体作製と測定系開発

丸山順裕先生
Nobuhiro Maruyama, Subsection Chief

株式会社 免疫生物研究所 製品開発部 係長
Immuno-Biological Laboratories Co.,Ltd.

2024年3月15日(金)
Friday, March 15th, 2024 16:00~
場所：生体調節研究所1階 会議室

IMCR Gunma Univ. 1F Conference Room

予約不要・直接会場にお越しください
連絡先：生体調節研究所代謝シグナル解析分野 北村 忠弘（内線8845）

Email ：kitamura@gunma-u.ac.jp


